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１ 食品産業の振興

１ 食品産業

◎食品産業は重要な地場産業

本県の食品産業は、県民に対する食品の安定

供給をはじめ、県産農産物の付加価値の向上、

地域における雇用や所得の向上に寄与するなど、

本県経済にとって欠くことのできない重要な役

割を担っている。

製造品出荷額においても、食品産業は製造業

全体の10.4％と、電子部品・デバイス・電子回

路に次ぐ地位にあり、今後とも、地域に密着し

た産業として、発展が期待されている。

◎全国と比較すると出荷額は低位にある

食品産業は県内の主要産業の一つであるが、

全国と比較すると、製造品出荷額等は47都道府

県中44位と低位にある。

◎出荷額の少ない小規模企業の割合が大きい

本県の食品産業を従業者規模別にみると、全

381社のうち、４～９人規模の小規模な事業所が

191社で全体の50％を占める。一方、製造品出荷

額では、30人以上の事業所で全体の76％を占め

ている。

<図5-1>県内製造業に占める食品産業のシェア

資料：経済産業省「平成29年工業統計調査」

（従業者４人以上の事業所）

<表>本県食品産業（飲料等含む）の全国での地位

順位 製造品出荷額等（百万円）

1 北海道 2,426,542

2 静岡県 2,327,609

3 愛知県 2,099,185

18 宮城県 733,024

23 青森県 479,319

25 福島県 450,727

30 岩手県 384,076

32 山形県 364,451

44 秋田県 128,350

全 国 38,200,054

資料：経済産業省「平成29年工業統計調査」

（従業者４人以上の事業所）

<図5-2>従業者規模別事業所数・製造品出荷額

注）「食料品」と「飲料・飼料」の合計値

資料：経済産業省「平成28年経済センサス」
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◎食料品の県際収支は輸移入超過

産業連関表からみると、平成23年の食料品に

おける原材料等の県内調達率は36.1％（飲料・

たばこ等を除く）であり、本県は農業県といわ

れているにもかかわらず、食料品の県際収支は

輸移入超過となっている。

◎出荷額が多いのは部分肉・冷凍肉、清酒、パン、

精米・精麦、めん類

業種別に見ると、製造品出荷額等が多いのは、

部分肉・冷凍肉、清酒、パン、精米・精麦、め

ん類の順になっている。

<表>食料品等の県際収支

県内需要 県内調達率 県際収支

（百万円） （％） （百万円）

食料・飲料等 285,352 26.4 △123,292

食料品 191,334 36.1 △48,930

飲料 51,513 11.5 △32,196

飼料等 14,567 2.2 △14,228

たばこ 27,938 0.0 △27,938

農林業 133,378 78.5 95,558

漁 業 5,167 32.8 △1,168

資料：平成23年秋田県産業連関表

<表>食品産業の業種別の概況

ラウンドの関係で、合計と内訳が一致しない。

資料：経済産業省「平成28年経済センサス」

（従業者４人以上の事業所）

業種 事業所数 従業者数

(人) （万円） ％

部分肉・冷凍肉 12 491 2,129,956 17.7

肉加工 4 92 77,533 0.6

缶詰・保存食料品 24 572 716,906 6.0

野菜漬物 20 208 164,888 1.4

味そ 12 161 165,147 1.4

しょう油・食用アミノ酸 5 69 64,404 0.5

精米・精麦 5 233 865,512 7.2

パン 9 575 982,089 8.2

生菓子 42 565 433,664 3.6

米菓 4 43 26,459 0.2

めん類 67 1,047 734,473 6.1

豆腐・油揚 15 225 193,793 1.6

そう（惣）菜 9 97 43,973 0.4

すし・弁当・調理パン 8 746 694,214 5.8

清涼飲料 5 36 30,209 0.3

清酒 33 692 1,574,708 13.1

その他 107 2,043 3,149,317 26.1

合計 381 7,895 12,047,245 100.0

製造品出荷額等
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２ 食品の研究開発

◎最新の科学技術を活かした食品開発

総合食品研究センターは、県内の食品開発の

拠点として、食品産業の技術力向上や、県産農

林水産物の利用に関する基礎から応用に至る幅

広い分野での研究開発をはじめ、企業やＪＡ、

女性起業グループ等への技術支援、研修や各種

研究会を通じた情報提供を行っている。

また、開発した研究成果の技術移転を積極的

に進め、食品産業の活性化を図っている。

◎技術相談

総合食品研究センターには、食品製造に関す

るあらゆる分野について、技術相談や情報提供

を求める問い合わせが寄せられている。

平成29年度は909件の相談を受けており、現地

指導の実施や共同研究への発展、各種補助事業

を活用した新商品開発等に結び付いている。

◎各種制度で企業をサポート

総合食品研究センターでは、個々の企業が商

品開発や製造工程等の課題解決や技術力向上、

人材育成を支援するため、共同研究や開放研究

室など、様々な制度を整備している。

◎各種研修の実施

総合食品研究センター主催の各種研修や地域

振興局との連携による現地研修を実施し、食品

加工の裾野の拡大と技術レベルの向上、新技術

の普及を図っている。

<表>平成29年度業種別技術相談件数

畜産加工 37 豆腐・納豆 ９

水産加工 56 飲料 11

野菜山菜果実加工 104 清酒・濁酒・焼酎 165

漬物 51 果実酒・ビール 26

味噌・醤油・麹 151 その他アルコール類 14

米・米粉加工 45 バイオマス利用 ５

製粉穀類 24 白神微生物 21

菓子・パン 50 その他 133

めん類 ７ 合 計 909

<表>平成29年度の実績

件数等 備 考

共同研究等の実施 26件 20社、６大学等

開放研究室の利用 ２室 月額79,200円

機器の貸付制度 30件

研修員等の受入 ４名 企業３名,インター

ンシップ１名

<表>各種研修の開催実績（平成29年度）

研 修 名 回数 人数 開催場所等

食品加工研修 17 205 センター、秋田市、

仙北市、横手市

酒 造 講 習 会 12 467 センター、秋田市、

仙北市、横手市

計 29 672
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２ 国外への販路拡大

１ 農林水産物の輸出入

◎県産農産物輸出の状況

県産農産物・食品の輸出については、国内流

通の中から卸業者等により輸出されているもの

もあるため、全体的な実績は把握できないが、

米、りんご、日本酒、稲庭うどんなどが、台湾、

香港、シンガポール等へ輸出されている。

県産農産物の輸出に取り組む事業体は、米が

15組織、りんごが２組織、ももが１組織、秋田

牛が１組織となっている。

<表>秋田県からの主要農産物の輸出数量（ｔ）

資料：県農業経済課販売戦略室調べ

<表>主な輸出品目と輸出先

資料：県秋田うまいもの販売課調べ

県農業経済課販売戦略室調べ

品目 輸出先国

米 シンガポール、香港、マレーシア、アメリカ　等

りんご 香港、タイ

秋田牛 タイ、台湾

日本酒 アメリカ、韓国、台湾、香港　等

品目 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度
Ｈ29年度

(見込み)

米 944.1 666.7 1,318.8 477.2 528.6 609.3

りんご 4.5 7.7 5.2 4.5 8.1 11.2

もも 3.2 0.1 0.5 1.9 1.0 1.6

秋田牛 - - - 0.2 1.3 1.6

<図5-3>全国の農林水産物輸出の動向

資料：農林水産物輸出入概況

<図5-4>全国の農林水産物輸入の動向

資料：農林水産物輸出入概況
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◎県内輸入野菜の主力はかぼちゃ

県内に出回る輸入野菜の総量は把握できない

ものの、秋田市公設地方卸売市場における平成

29年の生鮮輸入野菜取扱量は、入荷総量の1.9％

に当たる627トンであり、前年比65％と入荷量が

減少した。

品目別では、かぼちゃ、ピーマン、ニンニク

の順となっており、原産国別では、ニュージー

ランド、メキシコ、中国の順となっている。

<図5-5>H29秋田市公設地方卸売市場の

生鮮野菜の輸入実績

資料：秋田市卸売市場年報
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